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1 序 言

昭和39年11月から12月にわたって行なわれた タイ ･マレーシアにおける物理探鉱の予備調査

によって,昭和40年度に行なう物理探鉱の現地調査は,

(1) 東南アジア地域に広 く分布 している鉱石

(2) わが国と関係の深い鉱石

(3) 東南アジア地域の技術者に理解されやす く,実施されやすい物理探鉱調査

(4) 経費の少ない探鉱方法および探査方式

などを考慮して探査の対象をマラヤの鉄鉱床

とし,地表探査方式による磁気探鉱法を採用

することになった｡その結果,昭和40年 8月

から9月にわたる約30日の間,谷口,入江に

よって物理探鉱の現地調査がつぎに示す 4地

区において実施された｡なお,地質鉱床学の

鈴鹿助教授,港講師による現地調査も同時に

実施された｡

調査地区は

(A) SimpangRengam地区 (Johore州)

(B) Jorak地区 (Johore州)

(C) Lenga地区 (Johore州)

(D) HorseShoe地区 (Perak州)

であって,これら調査地区の位置は図1にそ

れぞれ符号A,B,C,Dをもって示されて

いる｡ なおこのほか図1に示すように,マラ

/ ノ､
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図1 調査地区の位置
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ヤ南部の Johore州では (E)Tui鉱山,(F)Chaah鉱山,(G)ParitSulong鉱山,(H)

SriMedan鉱山,(I)Tuago鉱山 ･Wahi鉱山を,マラヤ北部の Ipoh地方では (∫)Chi･

cken鉱山を調査見学 してマラヤの鉄鉱床探査についての全般的なはあくに努めた｡ 以下,こ

の調査の日的,調査方法を述べ,調査結果について報告する｡

2 調 査 日 的

この調査の目的は,

(1) 既知鉱床について磁気探鉱を行ない,調査結果と既知鉱床の関係を明らかにすること

(2) 既知鉱床の周辺部の未開発地区で磁気探鉱を実施し, 鉱床の賦存状態を明らかにするこ

と

(3) 碁盤 目状に測点を設けることが困難なことなど, 地表調査の条件が悪い地帯で概査を実

施すること

(4) マラヤ北部にみられる石灰岩の地帯に存在する鉄鉱床について磁気探鉱を行ない,マラ

ヤ南部と比較 して両者の特徴を明らかにすること

である｡

この目的にしたがって,SimpangRengam 地区では既知鉱床についての探査ならびにその

周辺の探査を目的として,現在採掘を行なっている地区を含めて調査を行ない,Jorak地区で

は既知鉱床の周辺の探査を目的として, 稼行中の2箇所の既知鉱床の間に挟まれた未開発の地

区について調査を行なった｡ Lenga地区では地表調査の条件が悪い地帯での概査を 目的とし

て,ジャングルの中にみられる露頭の周辺部に測点を設けて調査を行なった｡ 以上の3箇所の

調査地はマラヤ南部に位置するが,HorseShoe地区は マラヤ北部 Ipoh付近にあり, ここで

は既知鉱床の周辺の探査および南部地区との比較を目的として調査を行なった｡

3 調 査 方 法

現地で調査を行なうに当っては,まず調査地区に測線ならびに測点を設定する｡ すなわち,

調査地区によって多少の差違はあるが, 基本的には水平距離 20m または 40m の間隔で測線

をつ くり,この測線上に水平距離 20m 間隔の測点を設けた｡ これとは別に,調査地区外に磁

気異常のない地点を選んで基点を設置し, この基点と各測点間の地磁気の垂直成分の偏差を磁

気偏差計を用いて測定 した｡ 基点ではその日の調査の始めと終 りの2回のほか必要に応 じて測

定を行ない,それによって各測点における測定値の日変化を補正 した｡

このようにして求めた測定値はおのおのの測線ごとに図示される｡ また平面図において等し

い磁場の強さの点を結んだ等磁力線図が画かれる｡ これらの結果をもとに現地の地形を考慮に
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いれて解析を行ない,地下構造の状態を判定する｡

4 調 査 結 果

4･1 SimpangRengam 地区

この調査地区は JohoreBahru市よりマラヤ中央道路を約 60km 北上し,東へ 2km はい

った地点に存在する｡ この地区は1963年に開発され,現在月産 20,000t程度の鉱石を産出して

いる｡ 全般的には褐鉄鉱の鉱床であるが,一部に磁鉄鉱が含まれてお り, 鉄の品位は50.%から

60%にわたっている｡
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図2 平面図 (SimpangRengam地区)
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図2は鉱区全体の平面図で,湿地の多い平

野の中にす り鉢を伏せたような地形を示 し,

鉱床はこの山1貢付近に分布 していて露天採鉱

が行なわれている｡ 調査地区は山頂を含めて

図2に示すような範囲であり,図3にその地

形ならびに測点の位置を示 している｡ 測線の

方向は東西で水平距離 20m の間｢抽こ11測線

を設け,北より順次測線E,F,-･-0と名

付けた｡このうち,とくに測線Kは山1貢部を

横断して設けたものである｡測 点はこれら各

測線上に水平距離 20m ごとに設け,酉より

78 9 日〕lB/●/●ノ●__∫

図3 調査地区の平面図 (SimpangRengam地区)

-113- 113



東 南 ア ジ ア 研 死 第4巻 第1号

順次 -5,-4,-････0,1,2,-･･･15と名付けた｡測定の基点は調査地区の南方約600mの道路

わきに選定した｡

図4は一部の測線について地形断面図とともに測定値を示すもので, 図5は等磁力線図を示

す｡ 調査地区内で観測された磁気異常の最大値は+830γ,最小値は -720γにもおよび,当初

予期していたよりもかなり大きな異常を示した｡ 図5において注目すべき磁気異常地帯は

(a) 調査地区に広く分布している 100γ以上の異常地帯

(b) 測点 K･4から測点 K･9にわたって分布している異常地帯

(C) 測点 N･-5から測点 N･-1にわたって分布している異常地帯

があげられる｡
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図4 測定結果および地形断面図 (SimpangRengam 地区)
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図5等磁力線図(SimpangRengam地区)
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異常地帯(a)のうち山頂より西北部にかけて 広 く分布 している 100γ以上の異常地帯は現在採

掘が行なわれている鉱床の範囲とほぼ一致 している｡ この見地か らすれば,測点 F･5,測点

G･4を中心とする 100γ以上の異常地帯,測点 F･10,測点 G･11を中心とする異常地帯およ

び測点 G･14,測点 ト 15,測点 K･15付近の 100γ以上の異常地帯は小規模ではあるが今後の

開発に当って注 目すべき地帯である｡ 異常地帯(I))および(C)はそれぞれ図4に示す測線Kおよび

測線Nにみられる磁気異常の著 しいところに相当 してお り, また図5にみられるようにこれ ら

異常地帯の磁化の方向はほぼ東西である｡ これ らのことから, この地帯に存在する鉱床は残留

磁気の強い磁鉄鉱を多量に含む鉱石よりな り, 生成された当時の状態のままではなくてかなり

変動を受けていることが考えられる｡ しかし等磁力線図にみられるように,異常地帯(1,)はその

分布が比較的狭い範囲であることから,鉱床の規模は余 り大きくないものと思われる｡ 異常地

帯(C)はいくぶん広い範囲にわたってお り, この地帯では異常地帯皿 こおける鉱床よりやや大き

い鉱床が期待できる｡
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図6 解析結果 (SimpangRengam 地区)

図6は異常地帯(C)の中心部を通る測線Nに

ついて理論的に解析を行なった結果を示すも

ので,測点 N･-4と N･-3の中間におい

て地表面か ら 14m の深さに負の点磁極が存

在 し,測点 N･-1において地表面か ら32m

の深さに正の点磁極が存在する場合の計算結

果が実線で示され,実測値が ｡印で示されて

おり,両者はかな りよく一致している｡

以上の調査結果か ら,この地区の鉄鉱床は

磁性鉱物を含むことが明らかにされ,磁気異

常の一部は現在稼行中の鉱床の範囲と一致 し

既知鉱床との関係を明らかにすることができ

た｡また,既知鉱床の周辺においていくつか

の鉱床の存在を指摘することができた｡

4･2 Jorak地区

この調査地区は Johore州 Muar市の東方約 40km の位置にあり,Muar市よりLengaに

向か う道路を約 30km 東進 して Pagohにいた り,分岐 して南下すること約 10km にて現地

に達する｡ この付近は海抜 578m の Maokil山の西麓にあた り,海抜 50m 程度の小丘陵地

帯で鉱区の周辺は湿地帯が多い｡ この鉱区については数年前に調査が行なわれ,一部で磁気探

鉱が実施されたことがある｡ 現在では鉱区の南部と北部に鉱床の存在することが確かめられて

開発が行なわれている｡ 調査を実施した地区はこれ らの鉱床の中間の地区にあた り,この付近
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図8 測完結果および地形断面図 (Jorak地区)

図7 調査地区の平面図 (Jorak地区)

には露頭がな く, 一部では試錐によって鉱床の存在が認め られてはいるがまだその全ぼ うが明

らかにされていない｡

図7は調査地区の平面図であって,地形ならびに測点の位置を示 している｡ 測線の方向は

N80oW で水平距離 40m の間隔に7測線を設け,北より順次測線 C,D,･--1と名付けた｡

測点はこれ ら各測線上に水平距離 20m ごとに設け,西より順次 -5,-4,0,1,2--･17と

名付けた｡測定の基点は調査地区の東方約 1km の道路ぎわに選定 した｡

図8は一部の測線について地形断面図とともに測定値を 示すもので, 図9は調査地区の等

磁力線図を示す｡ 調査地区内で観測された磁気異常の最大値は+540γ, 最小値は -870γであ

る｡ 図9か ら明らかなように, この地区には大きな3対の正負の磁気異常が認められる｡ すな

わち,

(a) 測点H･9,H･10および H･11付近の正の部分と,測 点G･9,F･8および F･9付

近の負の部分にわたる異常地帯

(I)) 測点D･9付近の正の部分と,測点D･6およびD･7付近の負の部分にわたる異常地帯
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図9 磁力線図 (Jorak地区)
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(C) 測点E･13付近の正の部分と,測点D･11およびC･11付近の負の部分にわたる異常地帯

をあげることができる｡

異常地帯(a)および(C)はほほ南北に磁化されているのに対 して, 異常地帯(l〕)は東西に近い方向

に磁化されてお り,このように隣接 した鉱体の磁化の方向が異なっていることは注意すべきで

ある｡ 異常地帯(a)と(C)はともに正の部分より負の部分の方が範囲が広 く値 も大きいo Lたがっ

て,鉱体は地表面に対 して負の部分が正の部分よりも浅い状態でゆるい傾斜をなしているもU)

と解釈される｡ 異常地帯(1))については正負の磁気異常の値がほぼ等しいことか ら, 鉱体は水平

に存在するものと考えられる,a

図10は異常地帯(I))の中心部を通る測線Dに

ついて理論的に解析を行なった結果を示すも

ので,測点 D･7において地表面から 20m

の深さに正の点磁極が存在 し,測点 D･9と

D･10の中間において地表面か ら 20m の深

さに負の点磁極が存在する場合の計算結果が

実線で示されてお り,実測値が ｡印で示され

ている｡ 測点 D･4か らD･9の範囲では両

者はよく一致 してお り,測点D･10か らD･12

の範囲では実測値が計算値に比べ て小 さい 図10 解析結果 (Jorak地区)
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が,これは異常地帯(C)の負の磁気異常による影響と考えられる｡

以上の調査結果か ら,現在稼行中の鉱床の中間部において, かなり広範囲にわたる3箇所の

磁気異常地帯を認め,有望な鉱床の存在を明らかにすることができた｡

4･3 Lenga地区

この調査地区は Muar市の東北約 50km

の距離にある Lengaよりさ らに東北に約

6km 進んだ ジャングルの中に位置してい

る｡ ここでは地表調査の条件が悪い地帯での

概査を行なうことを目的にしておりSimpang

Rengam 地区や Jorak地区において行なっ

たような碁盤目状の測点を設けることが困難

なため,露頭の近 くで地形や樹木などの地表

条件がよいところを選んで3本の測線を設け

て調査を行なった｡

図11はとくに露頭に沿って設けた測線Aに

ついての測定結果を示す｡この測線の測点間
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図11測定結果 (Lenga地区)

図12調査地区の平面図 (HorseShoe地区)
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隔は 10mで地形は平坦であり,磁気異常の値は -1700γか ら +500γにわたってお り,測点

A･3付近か ら A･10付近の問に存在する露頭に対して著 しい磁気異常がみ られる｡ また, 也

の2測線に認められた磁気異常によってこの鉱床の広が りの一部を推定することができた｡

以上の調査結果から,この地区の鉱床についての詳細は さらに精査によらねばならないが,

この規模の概査が将来の開発計画に役立つことが明らかになった｡

4･4 HorseShoe地区

この調査地区は Ipoh市の東南約 8km の地点にあり,KualaLumpur市に通ずる Gopeng

Roadに面して位置 している｡ Ipoh地方の鉄鉱床は地形 ･地質ともに極めて特異なもので,

石灰岩の凹地に沈澱堆積 した赤鉄鉱よりなっている｡ 当区域はこの地方の鉄鉱床を代表する大

きな鉱区の一部にたあり,三方が石灰岩の垂直な崖によって囲まれており, 凹地の広さは東西

1,300m,南北 800m で,地形はほぼ平坦である｡ ここでは南部地方との比較をも含めて既知

鉱床の周辺部において調査を行なった｡

図12は調査地区の平面図である｡ 測線の方向は南北で水平距離 40m の間隔に7測線を設け,

東よりB,D,F,冒, ∫,L,Nと名付けた｡測点はこれら各測線上に水平距離 20m ごと

に設け,北より順次1, 2, 3,･--17と名付けた｡測定の基点は調査地区の西南約 1kmの

地点に選定 した｡

LINE_ー上し_.______

loo0-loo-200

図13は一部の測線についての測定値を示す

もので,調査地区の地形ほほほ平坦であるた

め地形断面図は省略されている｡ また,図14

はこの地区の等磁力線図を示す｡調査地区内

こ｢ で観測された磁気異常の最大値は +200γ,

=i ~:i{7
図13 測定結果(HorseShoe地区)

最小値は -200γであって,この値はJohore

地方で観測された磁気異常に比べると小さい

が,図14から明らかな よ うにかな り広い範

囲にわたって磁気異常を指摘することができ

る｡ すなわち,

(a) 測点 J･10付近にみられる正の部分と,測点 Ii･9 および H･10付近の負の部分にわ

たる異常地帯

(ら) 測点 F･13,H･14, J･15,L･16,L･12および L･13付近の正の部分と,測点H･12お

よびJ･12付近の負の部分にわたる異常地帯

(C) 測点D･11付近の正の部分と,測点B･9付近の負の部分にわたる異常地帯

をあげることができる｡

この調査地区の周辺には既知鉱床があって採掘が行なわれており, また調査地区の一部では
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試錐によって鉱床の存在が確かめられて

いるので,これらの磁気異常は鉱床によ

るものと思われる｡ 図14にみられるよう

に,それぞれの異常地帯では正負の磁気

異常の値がほぼ等しいので鉱床は水平に

存在しているものと推定される｡ さらに

これ らの異常地帯が東西方向に広 く分布

していることから,鉱床は東西方向にか

なり広がっており相当の鉱量が期待でき

るものと考えられる｡

以上の調査結果から,この地区におけ

る磁気異常はマラヤ南部地方と比べて比

較的弱いことが認められたが,上記のよ

うに広範囲にわたる異常地帯が明 らか

にされ鉱床の存在を推定することができ
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図14 等磁力線図 (HorseShoe地区)

5 結 言

1カ月にも満たない短期間の調査ではあったが, マラヤにおける鉄鉱床について磁気探鉱を

行なった結果を要約すればつぎのようである｡

(1) マラヤの鉄鉱床について磁気探鉱を行なうに当 り,まず SimpangRengam地区におい

て既知鉱床をも含めて調査を行なった結果, 現在採掘を行なっている地区とほぼ一致 して広 く

分布する磁気異常地帯を認め,既知鉱床と磁気異常地帯との関係を明らかにすることができた｡

(2) 既知鉱床の周辺部の未開発地区において調査を行なった結果,Jorak地区では現在稼行

中の2箇所の既知鉱床の間に挟まれた未開発の地区において広範囲にわたる3箇所の磁気異常

地帯を認め,有望な鉱床の存在を明らかにすることができた｡ また,SimpangRengam 地区

においても現在採掘している鉱床のほかにいくつかの鉱床が存在することを指摘することがで

きた｡さらに HorseShoe地区では磁気異常は弱いがかなりの範囲にわたる異常地帯を認め,

広範囲に鉱床が存在することを明らかにした｡

(3) 碁盤目状に測点を設けることが困難なことなど, 地表調査の条件が悪い地帯での概査を

目的とし,Lenga地区において露頭の近 くで地形や樹木などの地表条件のよいところを選んで

調査を行なった結果,1つの測線では露頭に対応する磁気異常を認め, また他の測線に現われ
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た磁気異常か ら鉱床の広が りを推定することができた｡ 詳細はさらに精査によらなければなら

ないが,この規模の概査が将来の開発計画に役立つことを明らかにした｡

(4) マラヤ北部の鉄鉱床とマラヤ南部の鉄鉱床に対する磁気探鉱の調査を比較する目的で,

マラヤ北部にみ られる石灰岩の地帯に存在する鉄鉱床を代表するものとして, HorseShoe地

区の既知鉱床周辺を選んで調査 した結果と,マラヤ南部の SimpangRengam地区,Joュ-ak地

区および Lenga地区の調査結果とを比較 した結果,北部にみ られた磁気異常は南部にみ られ

た磁気異常よりも比較的弱いことが認められ, これが北部鉄鉱床の1つの特色ということがで

きる｡

以上,マラヤにおける物理探鉱について4つの目的をもって4箇所において行なった磁気探

鉱の調査の結果について報告したが, 上に述べたようにそれぞれの目的を達することができ,

この成果は今後のマラヤにおける物理探鉱の調査に貢献するところがあるものと考える｡ 現在

マラヤにおける鉱床の調査はいまだ露頭調査の段階であって, 自国民による物理探鉱の調査は

余 り進め られていない状態である｡ 将来,計画性をもって組織的に物理探鉱の調査が進められ

るならば未開発地の探鉱の成果は一段と飛躍するものと信ずる｡

おわ りに,この調査を行なうに当 り, ご配慮をいただいた東南アジア研究センターおよびバ

ンコク連絡事務所の各位,マレーシア地質調査所および鉱山局の各位, ならびに現地で便宜を

計っていただいた各位に感謝の意を表する次第である｡
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